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南硫黄島において等脚 目フナムシ科フナムシ属、十脚 目オカヤ ドカ リ科およびイワガニ
科カクレイワガニ属に属する陸生大型甲殻類の垂直分布 を調べた。確認された6種 の分布
範囲は種によって異なり、フナムシ属の1種 、アカカクレイワガニ、オオカクレイワガニ
およびサキシマオカヤ ドカ リは飛沫帯に、ムラサキオカヤ ドカ リは飛沫帯から標高80m程
度の海岸林に、カクレイワガニは飛沫帯から標高900mに達する山頂まで分布する事が解っ
た。


























イワガニ科やオカヤ ドカ リ科に属する陸生十脚 目甲殻類は、抱卵 した雌が海洋に幼生を放















の調査経験か ら、フナムシ類は海岸域、淡水域、雲霧林 と異なる環境に生息する場 合におい
ても、岩周辺や転石帯において発見率が高い事が解っている。フナムシ類が発見された場 合
には写真記録と共に遺伝子解析用の標本サンプルを確保 した。標本は99%エタノール中に保













































カクレイワガニは海岸か ら山頂への登禁中の林床 において断続的に確認 された。特に
500mコル(図1-R2)や山頂部(図1-Rl)等の海鳥繁殖地においては、海鳥の巣穴に逃げ込
む行動が高い頻度で観察された(図2-E)。また、海鳥の卵を捕食す る個体 も確認 された(図
2-F)。本種は海鳥がもた らす栄養を利用 し、南硫黄島において最も繁栄 した陸生十脚甲殻類
といえる。また、オオカクレイワガニは陸生十脚 甲殻類中最 もハンティング能力の優れた捕









5.引 用 文 献
小 菅 丈 治 ・河 野 裕 美(2009)西 表 島 網 取 で 観 察 され た オ オ カ ク レイ ワ ガ ニ に よ る オ カ ヤ ドカ
















佐 々 木 哲 朗 ・堀 越 和 夫(2008)南 硫 黄 島 の 海 洋 生 物.小 笠 原 研 究,33:155-171.
TaitiS,ArnedoMA,(2003)EvolutionofterrestorialityinHawaiianspeciesofthegenusLigia(lsopoda,
Oniscidea).CrustaceanaMonographs2:85-102.
武 田 正 倫(1983)南 硫 黄 島 の 陸 生 カ ニ 類2種 南 硫 黄 島 の 自然,環 境 庁 自 然 保 護i局(編)
日本 野 生 生 物 研 究 セ ン タ ー,pp.379-382.
一309一
SUMMARY
Altitudinal distribution of large terrestrial isopod and decapod crustaceans on 
                   Minami-Iwo-To Island
 Tetsuro SASAKI1*, Tetsuya YAMADA2, Akitsugu MUKAI1, 
Sora HORIKOSHI1, Yosuke AMEDAI & Takumi SEKIGUCHI2
1. Institute ofBoninology, Nishimachi, Chichijima, Ogasawara, Tokyo 100-2101, Japan. 
2. Diving Service KAIZIN, Okumura, Chichijima, Ogasawara, Tokyo 100-21-1, Japan. 
* t-sasaki@ogasawara.or jp (author for correspondence)
    We investigated the altitudinal distribution oflarge terrestrial crustacea inthe genera Ligia 
(Ligiidae; Isopoda), Coenobita (Coenobitidae; Decapoda), and Geograpsus (Grapsidae; Decapoda) on 
Minami-Iwo-To Island. Six species of crustaceans were identified. Distributional r nges along an 
altitude gradient varied from species to species. Ligia sp., Coenobita perlatus, Geograpsus stonni, and 
Geograpsus crinipes were distributed in the splash zone, Coenobita purpureus was distributed in the 
area from the splash zone to the coastal forest, up to an altitude of about 80 m, and Geograpsus grayi 
was distributed from the splash zone to the summit at 900 m.
Key words 




R1;山頂BC,R2;500mコ ル,R3;登 肇 口,R4;海 岸BC,H1;崩 壊地一上,H2;崩壊 地
一中,H3;崩 壊地一下,A1;ア カテ ツパ ラダイス 上ー,A2;ア カテツパ ラダイス 中ー,A3;ア カ
テ ツパ ラダイス 下ー;A4,ア カテ ツパ ラダイ ス 海ー 岸.
Figure1.Mapshowingsurveypointandsurveyroute.
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表1.調 査 地 点 の 位 置 お よ び 環 境 、 調 査 手 法
Table1.Locationofsurveysite,environmentalfactors,surveymethod.
地点および区間記号 地点名 標高 陸域海岸域区分 植生環境 地形環境 座標 調査手法




R1-R2 山頂BC-500mコル間 519-905m陸域 雲霧林 稜線 ・踏査




R2-R3 500mコル 登ー饗ロ間 10-519m陸 域 雲霧林一海岸林 谷筋 ・踏査
R3 登肇ロ 10m海 岸(飛沫帯) 海岸低木帯(クサトベラ帯) 海岸 N24.22512E141.45852・セ ン サ ー カ メラ
R4 海岸BG 10m海 岸(飛沫帯) 海岸低木帯(クサトベラ帯) 海岸 N24.22538E141.46034
・踏査
・箱型トラップ
H1 崩壊地一上 81m陸 域 海岸林(アカテツ林) 海食崖(崩壊地) N24.22630El41.45610・セ ン サ ー カ メラ
H2 崩壊地一中 51m陸 域 海岸林(タコノキ林) 海食崖(崩壊地) N24.22600E141.45614・セ ン サ ー カ メラ
H3 崩壊地一下 34m陸 域 海岸林(タコノキ林) 海食崖(崩壊堆積地)N24.22579E141.45563・センサーカメラ
Al アカテツパラダイス 上ー 128m陸 域 海岸林(アカテツ林) 海食崖 N24.22887E141.46829・セ ン サ ー カ メラ
A2 アカテツパラダイス 中ー 103m陸 域 海岸林(アカテツ林) 海食崖 N24.22836E141.46813・セ ン サ ー カ メラ















表2.陸 生 甲 殻 類 の 確 認 位 置
Table2.Pointsandsectionswhereterrestriallargecrustaceanswererecorded.
地点および区間記号 標高 陸域海岸域区分




























































































































































図2.確認 され た陸生大型 甲殻類
A:フ ナムシ属 の一種,海 岸BC付 近の飛沫帯;B:サキシマオカヤ ドカ リ,海岸BC付 近 の飛
沫帯;C:オオカ ク レイ ワガニ,海 岸BCと アカテツパ ラダイスの間の飛沫帯;D:オオカ ク レ
イ ワガニ の抱卵個体,海 岸BCと アカテ ツパ ラダイ スの問の飛沫帯;E:カクレイ ワガニ,





















































図3.カ ク レイ ワ ガ ニGeog=raρswsgrayiの色 彩 変 異
A:CBAP-P20170007,標高500m地 点;B:CIBAP-P20170010,標高500m地 点;C:CIBAP-
P20170003,標高440m地 点;D:CBAP-P20170001,標高470m地 点;E:CBAP-P20170005,標
高300m地 点;F:CBAP-P20170002,標高430m;G:CBAP-P20170006,標高500m地 点;H:
CBAP-P20170008,標高500m;1:CIBAP-P20170009,標高900m地 点.
Figure3.ColorvariationsofGeograpsusgπayi.
A:CBAP-P20170007,collectedfbomanaltitUdeof500m;B:CBAP-P20170010,collectedfboman
altitudeof500m;C:CIBAP-P20170003,collectedfromanaltitUdeof440m;D:CBAP-P20170001,
collectedfbomanaltitUdeof470m;E:C正BAP-P20170005,collectedfromanaltitUdeof300m;F:
CIBAP-P20170002,collectedfbomanaltitUdeof430m;G:CBAP-P20170006,collectedfboman
altitudeof500m;H:CBAP-P20170008,collectedfromanaltiudeof500m;1:CBAP-P20170009,
collectedfromanaltitUdeof900m.
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